
言語能力をはぐくむモデル校

茨木市立平田中学校

生徒が主体的に参加できる授業をめざして
～ゴールを見据えた言語活動の研究～
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学校紹介
〇沿革

１９８０年 東中学校、南中学校を分離

茨木市１２番目の中学校として開校

〇生徒数 ５１０名

１年生 ５クラス ２年生 ４クラス・３年生 ５クラス

（支援学級４クラス）

〇校訓 自主・自律・友愛



2025年度 平田中学校図書館教育目標

年間目標

「読書」
読書活動を通して、広い世界に触れ、豊かな心を育む。

「情報・学習」
知的好奇心を引き出し、情報の収集・選択・活用能力を
育成する。
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学校図書館を活用した授業を通して…

①いろいろな本棚へ誘うしかけ

②教科書では学べないことを学ぶ

③子どもたちの思考を促す 力を伸ばす

•中学校時代までに、本棚へ行き、

本を探し、情報を集める経験を

•各教科で学校図書館を活用した授業を行うことで、
幅広い本棚へ行くのと同じ経験ができる。

NDC 分類 令和５年度
令和６年度
(GTM含む）

0 総記 35 35

1 哲学 46 93

2 歴史 88 124

3 社会科学 134 195

4 自然科学 119 144

5 技術 38 85

6 産業 15 49

7 芸術 100 166

8 言語 28 79

9 文学 1,398 1372

絵本その他 22 24

合計 2023 2366



・朝読寸劇・ブックトーク・平和読書・移動図書館
・文化発表会での展示
前半期の取り組みをまとめて展示し、
全校生徒に紹介。
推薦文と本をセットにして紹介＆
学習内容に関する本の紹介など。

図書や資料を活用し、言葉や内容、表現にこだわり、よりよいものに
仕上げようと粘り強く取り組む生徒の姿が見られた。本を活用すること
で新鮮な発見があり、生徒の思考を促すことにつながっていると感じる。

思考力・表現力の育成につながる読解力の向上～情報活用能力を育てる学校図書館～

取組みを通しての子どもの変容

・今までの平田中学校の学力向上の取り組みを土台にした、図書とICTを活用した情報活用能力を育てる授業
・図書委員会の活動に加えて、特集や展示を通して、「読書の芽」を育て、読書活動を推進する。

取組みの概要・ポイント

・自ら課題を設定して取り組む力
・正しく情報を活用する力
・自分の考えをまとめ、伝える力

つけたい力

テーマ：学校図書館の活用による読解力向上と言語活動の充実
令和６年度
スクール・エンパワーメント推進事業 取組み成果リーフレット

学校図書館を充実・活用するためのモデル校
茨木市立平田中学校

学校図書館を活用した授業づくり 本に親しむ場づくり

図書委員会の活動ー「人を通して本を知る」

特集・展示

学習内容や時季・
出来事に合わせた
本の紹介を

目に触れるように

4月 ７月 12月

図書館資料やインターネットなどで調べたことをもとに、
自分の考えをまとめて書いたり、話したりしている。

33.4
%

40.5
%

42.0
%

学校図書館での学習や、本や資料を使って調べることは楽しい。 44.5
%

49.9
%

54.0
%

本のリス
トQR

使用した本
のリスト

学校図書館を活用した言語活動の充実→教科としてつけたい力へ

学び方
指導体系
表QR

学び方指導体系
表

１年理科
「身の回りの生物
調べ」レポート

１年理科
「ランチ給食の献立」生物調べ

生物の特徴を調べ、共通点や相違点
を見いだし、レポートにまとめる。

少しずつ段階を追って
多面的、多角的に

２年国語科
「自分流枕草子」
季節を感じるものを
五感を使って目に浮
かぶように描写する。

お気に入りの一冊
をあなたへ

生徒の心に「たねをまく」
「たがやす」２年社会科

「東北地方旅行プラン」
東北地方の伝統文化・産
業・食文化を体験できる旅
行プランを作成する。

次年度への学びへつなげる～３年「創作俳句」
俳句作品を文化
発表会で展示

他教科での学びを活かす
多くの観点から情報を選び、

まとめる

作品の交流やよい作品に触れる機会の設定
・今後の取り組みのモデルとして冊子を図書室に配架
・作品の掲示物や冊子を懇談時に保護者と共有
・使用した本のリストを作成し、次年度の取り組みや他校の
参考資料として保存・共有

生徒の成果物の配架・掲示と本のリストの作成

「I.T.O」INPUT(認識)→THINK(思考)→OUTPUT(表現)を意識した授業

家庭科
「日本と世界の
伝統服の比較」

美術科
「憩いのある場所」

本のブラウジング
を活用→共有

授業づくりのヒント

大阪府情報活用能力ステップシート
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全国学力学習状況調査（生徒質問紙より） 肯定的回答の割合％

質問 本校 府 全国

自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか 80.6 77.5 79.2

あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って学校

のプレゼンテーション（発表のスライド）を作成することが

できると思いますか

80 73.3 76.6

１、２年生のときに受けた授業で、自分の考えを発表する機

会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の

組立てなどを工夫して発表していましたか

72.2 63.7 63

数学の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろ

いろな方法を考えますか
77.6 76.2 76.2

数学の授業で、どのように考えたのかについて説明する活動

をよく行っていますか
59.4 59 58.6

自然の中や日常生活、理科の授業において、理科に関する疑

問を持ったり問題を見いだしたりしていますか
58.2 54.4 56.2



GTMふりかえり
よかったこと 課題

教科書だけでは得られない知識を習得したり、より生
徒の生活に身近な教材を取り扱うことができた。

「つけたい学力のために図書を活用する」ことを忘れ
ない。（図書活用は一つの手段）

本を囲んでの班ワークで一体感がうまれた。 辞書指導など帯活動として取り組もうとするときの時
間確保が難しい

辞書指導で語句の関連語に触れる機会が増えた 数学科は教科横断的な課題設定でないと、図書活用
につなげることが難しかった。来年度はデータの活用・
分布・標本調査で取り組みたい。

インターネットでは辿り着けない穴場スポットを見つけ
たり、正式名称を素早く見つけたりすることができたり
等、タブレットと図書の利点を感じながら調べ学習を
行うことができた。

テーマによって、十分な本を用意することの大変さや
返却期限などで補習の日程が限られてしまう。

インターネットに比べて不必要な情報に惑わされず集
中して考えることができる。

本の活用の仕方がわからない生徒がいた。

子どもがテーマの中で興味があることに力を発揮で
きると感じた。

学校図書館の活用が有効な
場面を考える



生徒の作品と本をセットに

貸出や学習内容につなげる



新聞と一緒に本を

記事に関連した本を
手に取れるように



文化発表会の展示（図書委員会の活動）
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図書委員
おすすめ本

本の帯クイズ

平和へのメッセー
ジ

名言おみくじ

オリエンテーションで作った作品＆本



図書委員会の活動

平和読書

ブックトーク

巡回文庫

メッセージ性のある絵本や行事や取り組
み関連、SDGｓに関する本や心のサプリ



朝の読書

みんなでやる
毎日やる
好きな本でよい
ただ読むだけ



図書館オリエンテーション
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・本が生まれるまで
（本ってすごい！）
・分類の話（NDC）
・情報の見つけ方
（目次、索引）

参考：赤木かん子さんの実践

おためし読書

さまざまな分類の本と出会う

思い思いに好きな本を探す

➡貸出へ

新たな発見
「こんな本もあるんや！」



たねをまく～「たがやす」～
・本と課題（つけたい力）をつなぐ
・子どもたちと本との出会い
先生たちと本との出会い
・可能性を広げる
・職員室での会話→生徒の会話が変わる？

職員室前や特別教室前に掲示
授業や取り組み、時期と
コラボした内容に

先生、これ
つくりたいねん。

掲示物＝
情報ステーション



つけたい力→生徒たちの「生きる力」へ

教科書を正しく読み取る力＝土台

自分の考えを
まとめる力

正しく情報を活
用する力

自ら課題を設定
して取り組む力
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豊かな
言語活動

読解力向上の取り組み

説明

発表 要約

報告
記録

紹介

話し
合い

意見



自分流枕草子・創作俳句

定番の活動も、図書やタブレットを
プラスすることで、生徒たちの思考を
促し、より深みのある内容へ

歳時記や季節の
行事の本を活用

古人に倣い、表現を工夫し
て描写するなど、自分の考
えが伝わる文章になるよう
に工夫することができる。

表現の仕方を考えたり資料を
適切に引用したりするなど、自
分の考えが分かりやすく伝わる
文章になるように工夫すること
ができる。



国語「絶滅の意味」関連レポート

単元のはじめにゴールの言語
活動を提示
通読後、関連書籍を見て、視
野を広げ、読みを深める

本を通して対話
→深める・広げる

過去の成果物をモデルに

英語科・理科とのつながり





つけたい力を

こどもと共有

•目標の提示 「なぜ」「何のために」課題に取り組むのか

•何を学ぶのか、どうやって学ぶのか、何ができるようになるのか

単元で身に付けた

い語彙の習得

•使える「ことば」にするために―「活用」する場面の設定

• どの教科でも使う語彙 ・教科としての語彙

単元・題材のゴール

に向けた言語活動

• モデルを示す―教師のモデル、過去の成果物等

•材料を示す―各教科で使ってほしい言葉・学習用語

• ペア・グループでの交流―考えを広げる・深める・確かにする

•記録・要約・説明・論述



国語科で学ぶ「情報の整理」
「情報と情報との関係」

どの教科でも
使う語彙

読む 書く 話す・聞く その他 情報・他教科

文学的文章 説明的文章

段落 事実と意見 表現技法 原因 観点

１年 随筆 要旨 叙述 話の中心と中心に関わらない部分 主語・述語・接続語 結果

描写 要約 根拠 紹介 根拠

情景描写 序論・本論・結論 助言 報告 比較

文章の構成・展開 案内 分類

表現の効果 報告 引用

小説 創作

記録

２年 人物像 内容の解釈 具体例 論理の展開 敬語 具体と抽象

説明

提案

３年 主題 論理の展開 批評 情報の信頼性

論説

報道



国語科で培う「ことばの力」
読む 書く 話す・聞く 情報・他教科

文学的文章 説明的文章

１年 ●詩の鑑賞 ●段落の役割 ●創作 ●メモと質問 ●情報の精査

●場面の展開 ●段落どうしの関係 ●比較による題材設定 ●スピーチの構成 ●意見と根拠

●場面と描写 ●事実と考えとの関係 ●レポートの構成 ●聞き手を踏まえた話し方 ●原因と結果

●語り手・視点 ●要旨 　●構成メモ ●事実と意見 ●引用

●心情の変化 ●要約 　●図表の活用 ●材料の収集と整理 ●情報の比較・分類

●情報の精査 ●案内や報告の文章の書き方 ●話し合いの進め方

●根拠の示し方 ●話の聞き方・質問の仕方

●意見文の感想交換

●表現の工夫

２年 ●短歌の鑑賞 ●文章と図表 ●創作 ●話し手の考えとの比較 ●具体と抽象

●作品の設定 ●文章の読み比べ　 ●材料のさまざまな集め方 ●説得力のある話の構成 ●情報の関係の表し方

●人物の言動の意味 ●異なる印象を与える構成と表現●推敲の仕方 ●資料や機器の活用 ●意見と根拠の吟味

●人物像の変化 ●根拠の吟味 ●材料の収集と検討

●意見文の構成 ●異なる立場や意見の尊重

●豊かな描写

●創作の感想交換

３年 ●俳句の鑑賞 ●説得力のある文章 ●評価 ●話の予測と評価 ●情報の信頼性の確かめ方

●批評 ●批判的に読む ●情報の信頼性と客観性の吟味 ●相手や目的に応じたスピーチ ●具体例、根拠、反対の関係

●作品の主題を考える ●情報を深く捉える ●目的に応じた文章の種類と構成●場面に応じた話し方

●表現の工夫 ●批評の観点 ●多様な意見の想定

●対比と象徴 ●文章全体の推敲 ●合意形成

●材料の検討



本日は、ご参加いただき、ありがとうございます。

・学校図書館を活用した授業で使用した本のリスト
・図書館を活用した学び方指導体系表

茨木市外の方は
本日受付で配布しております。

茨木市内の方は
市内共有フォルダ→平田中学校
→SE学校公開授業研究会2025
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UDを意識した教室環境づくり
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② 

12:34 

柱 柱 

タブレット保管庫 

カラーBOX 

長い黒板消し 

（教師用机） 

③ ～ ⑧ 

必ず掲示 

※位置は学年で統一 



平田中の学力向上の取り組み
読解力→「読み解く力」

それの育成が意図しているところは“I.T.O”

認識（INPUT）思考（THINK）表現（OUTPUT）

「読み解く力」は、
「社会を生き抜くための力」の基礎となる力。

昨年度平田中ブロック研修会資料より引用



「個人 ⇒ ペア・グループ ⇒ 班 ⇒ クラス」のイメージ

個人
ペア
G

班 クラス

「 認識 ⇒ 思考 ⇒ 表現 」の流れを授業者も意識している。
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